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序  SOAによるXPMとマッハツェンダー干渉計(MZI)を用いた波長変換、DISCが報告されている[1]。MZIの代わりに、
SOAによる被変調光を分光し、光スペクトル成分ごとに振幅、位相スペクトルを調節した後に合波する、スペクトル
合成による波長変換の研究も報告されている。信号フォーマットの変換、入力パワーダイナミックレンジの拡大の
ために、MEMSを用いたスペクトル合成が報告されているが[2]、信号の高速化、短パルス化によるキャリアクーリン
グ現象、キャリア密度の指数的緩和によるサブパルス[3,4]を抑制するためのスペクトル合成の研究は、今まで為さ
れていなかった。 
本研究  キャリアクーリング現象を考慮したSOAのXPMを計算により再現した。MZIの透過スペクトルを用いて波長変
換出力を計算したところ図１のようになり、サブパルスが発生していることがわかる。信号周
波数間隔の分解能を持つ複素強度フィルタを設計し(図 2)、計算したと
ころ、サブパルスを抑制できた(図 3)。クロック信号(信号周波数25GHz,
パルス幅 2ps)での波長変換出力の消光比は 23dB、PRBS(信号ビットレ
ート25Gb/s,パルス幅2ps,ワード長231-1)での消光比は17dBであった。 
結論  DISCのMZIを複素強度フィルタに拡張する「SOA-XPMスペクトル
合成方式」の有効性を示した。 
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